
「県内初」AIを活用し、統一データに基づいた政策立案を推進します 
「AI-EBPM支援サービス」の導入！ 

本市では、人口減少･少子高齢化、物価高騰、人材不足などの行政課題に対応し、

解決していくため、AI を活用した「EBPM ※1」支援サービスを導入します。 

本サービスは、政府統計ポータルサイト「e-Stat ※2」に収集された膨大な統計デ

ータ（地方自治体関連約 1,800 種）を、高度な生成 AI が自動判別・分析し、職員に

代わって政策立案に必要なレポートや分析結果を作成することが出来ます。これらの

分析結果を活用することにより、データに基づく客観的な政策立案を推進するととも

に、職員の業務効率化や、効果のある施策･事業検討と意思決定への連動が可能とな

ります。 

なお、本件は、令和８年２月４日に締結した、NEC（日本電気株式会社）との「デ

ジタルまつど共創協定」に基づき、無償での提供を受けるものであり、AI を活用した

EBPM 支援サービスの導入は、千葉県内で初となります。 

※1 EBPM（イービーピーエム）（Evidence Based Policy Making：証拠に基づく政策立案）とは、

統計データなどの定量的かつ客観的な根拠(エビデンス)に基づいて政策立案する手法。 

※2 e-Stat（イースタット）とは、国が運営する統計ポータルサイト。国勢調査、地方財政状況

調査、経済センサスなどの公的統計データを一元的に提供。 

●導入日時 令和８年１１月９日（月）８：３０～

●導入効果
（１）政策立案の高度化と正確性向上

・専門知識が必要な高度分析を AI が自動実行、客観的で信頼性の高い根拠資料を

作成

・全市区町村で統一化された政府統計データを活用し、正確かつ規律に沿った分析

（２）業務効率化

・AI が統計データを自動判別・分析することで、職員の作業を削減し、判断や方向

性の決定など付加価値の高い業務に注力していく

●主な機能 AI による (１)政策立案 (２)ランク分析 (３)相関分析 ※資料 1 参照

●活用する AIエンジンについて
Anthropic（アンソロピック）社の、高精度な分析が可能である「Claude Sonnet

（クロード ソネット） 4.5」と、高速処理を行う「Claude Haiku（クロード ハイ

ク） 4.5」を組み合わせ、データ分析を高精度かつ効率的に実行することが可能です。

松 戸 市 報 道 資 料

令和８年１０月２８日 

【本件に関する問い合わせ先】 
〒２７１－８５８８  千葉県松戸市根本３８７－５ 

松戸市総務部 DX 推進課  ☎０４７－３６６－７３９９ 

ＦＡＸ０４７－３６３－３２００ ✉ matsuinfo@city.matsudo.chiba.jp
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ＡＩ-ＥＢＰＭ支援サービスの機能概要（３種類）

入力した課題や目的に応じ、
AIがe-Statデータを利用して、
様々な角度から「結論」や
「今後の課題」を含む、
政策立案レポートを自動作成。

全国の市区町村から、同規模や近隣
の比較団体を自動選択し、各団体の
経年変化を含むランクを自動作成。

(２)ランク分析

(１)政策立案
エージェント

(３)相関分析

・政策立案レポート
・ランク分析
・経年推移グラフ
・ロジックモデル ※

・レポートデータ

※ロジックモデル：
事業の目的を達成するまでの
論理的な因果関係を示した図

・比較団体間ランキング
・経年情報グラフ
・CSVデータ

分析したい課題について、
関連性が高い要素を見つけ
出し、政策案を含む要因分
析を実施。

・比較団体間ランキングと、
指標関係グラフ

・相関関係の解説、課題解決策

資料１

政策立案レポート

具体的な結論や
今後の課題など

レポート作成の
ロジックモデル

比較団体
ランキング

相関値が高い指標を
自動抽出

比較団体の
指標分布
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